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今
、
看
護
教
育
の
大
学
化
が
進
ん
で

い
る
。
平
成
二
年
ま
で
は
全
国
で
看
護

大
学
が
〓
校
で
あ
っ
た
が
、
平
成
四

年
に
三
校
、
平
成
五
年
に
七
校
、
平
成

六
年
に
九
校
、
平
成
七
年
に
は
一
〇
校
、

平
成
八
年
に
六
校
が
設
立
さ
れ
、
そ
し

て
平
成
九
年
に
七
校
が
設
置
さ
れ
る
予

定
で
あ
り
、
全
国
の
看
護
大
学
の
数
は

平
成
九
年
に
五
三
校
と
な
る
。
看
護
の

短
期
大
学
の
数
も
エ
ハ
〇
校
余
り
と
な
り
、

長
年
に
わ
た
り
各
種
学
校
、
ま
た
専
修

学
校
で
の
劣
悪
な
教
育
環
境
の
下
で
し

い
た
げ
ら
れ
て
き
た
看
護
学
生
に
も
や
っ

と
「
学
校
教
育
法
」
第
一
条
校
の
教
育

研
究
条
件
の
整
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
が
提

供
さ
れ
始
め
た
。

私
は
昭
和
三
〇
年
代
に
看
護
学
校
を

卒
業
し
、
看
護
婦
と
し
て
勤
務
し
た
の

ち
、
昭
和
四
二
年
に
大
阪
大
学
医
療
技

術
短
期
大
学
部
の
助
手
に
な
り
、
現
在

は
大
阪
府
立
看
護
大
学
医
療
技
術
短
期

大
学
部
に
籍
を
お
い
て
い
る
。
振
り
返

れ
ば
三
〇
年
と
い
う
長
い
歳
月
を
看
護

短
期
大
学
の
教
員
と
し
て
看
護
教
育
に

携
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

短
期
大
学
の
教
員
と
し
て
、
他
の
分

野
の
教
員
と
と
も
に
教
育
に
た
ず
さ
わ

る
中
で
、
看
護
教
育
の
遅
れ
を
痛
感
し
、

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
看
護
の
教
育
が
他
の

後
塵
を
拝
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
と

い
う
疑
問
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

も
そ
も
私
が
看
護
歴
史
に
関
心
を
抱
い

た
の
は
、
こ
の
辺
の
問
題
意
識
か
ら
で

あ
っ
た
。

戦
後
五
〇
年
を
迎
え
て
、
看
護
教
育

の
流
れ
は
や
っ
と
学
校
教
育
制
度
の
本

流
に
太
い
流
れ
と
な
っ
て
合
流
し
た
。

し
か
も
変
化
は
、
冒
頭
で
説
明
し
た
よ

う
に
こ
こ
五
・
六
年
の
間
に
起
こ
っ
た
。

私
が
勤
務
す
る
大
阪
府
に
お
い
て
も
、

平
成
六
年
に
看
護
大
学
が
設
立
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
際
旧
看
護
短
期
大

学
に
既
存
の
府
立
専
修
学
校
を
整
理
統

合
し
医
療
技
術
短
期
大
学
部
と
し
て
改

組
・
移
転
し
た
。

平
成
六
年
四
月
、
新
築
な
っ
た
近
代

的
な
素
晴
ら
し
い
校
舎
を
目
の
当
た
り

に
し
て
大
い
に
感
動
を
お
ぼ
え
た
。
そ

れ
ま
で
勤
務
し
た
短
期
大
学
は
、
い
ず

れ
も
古
い
建
物
を
利
用
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
時
の
感
慨
は
看
護
教
育
に
も

こ
れ
程
多
額
の
財
政
投
資
が
行
わ
れ
る

時
代
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
思
い
で
あ
っ

た
。
同
じ
よ
う
に
他
の
府
県
で
も
次
々

と
素
晴
ら
し
い
看
護
大
学
や
短
期
大
学

の
建
物
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
変
化
は
高
齢
化
社
会
の
到
来
、

ま
た
国
民
医
療
費
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、

看
護
職
へ
の
期
待
が
一
挙
に
増
大
し
た

結
果
に
よ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
よ
う
に
急
激
な
変
化
に
な
ろ
う
と
は

看
護
界
の
誰
が
予
測
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

看
護
職
の
一
員
と
し
て
喜
ば
し
く
思
う

反
面
、
こ
れ
が
本
当
に
私
達
の
希
望
と

力
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
の

か
と
い
う
半
信
半
腰
の
思
い
も
な
く
は

な
い
。看

護
大
学
の
設
置
が
急
速
に
推
し
進

め
ら
れ
る
中
で
、
当
然
な
が
ら
未
曾
有

の
看
護
教
員
不
足
が
引
き
起
こ
さ
れ
、

看
護
教
育
界
で
は
今
や
み
る
に
耐
え
な

い
教
員
の
引
き
抜
き
合
戦
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
始
末
で

あ
る
。

中
で
も
既
存
の
看
護
短
期
大
学
が
そ

の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
も
こ
の
凄
ま
じ

い
ば
か
り
の
看
護
大
学
設
立
ラ
ッ
シ
ュ

の
真
っ
只
中
で
右
往
左
往
し
な
が
ら
、

看
護
短
期
大
学
の
運
営
に
お
い
て
毎
日

苦
し
い
決
断
を
迫
ら
れ
続
け
て
い
る
。

急
激
な
変
化
の
時
代
に
お
い
て
、
そ

の
中
で
当
事
者
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
判

断
し
、
ま
た
い
か
に
対
処
す
る
か
が
問

わ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
主
体
的
な
歴
史

が
作
ら
れ
て
行
ぐ
。
こ
れ
ま
で
の
日
本

の
看
護
職
の
歴
史
を
振
り
返
る
時
、
医

師
を
は
じ
め
と
す
る
看
護
職
以
外
の
人
々

の
意
向
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
強
か
っ

た
が
、
今
度
こ
そ
看
護
職
が
主
体
と
な
っ

て
堅
実
な
質
的
発
展
の
歴
史
＼
を
導
い
て

い
き
た
い
と
思
う
。

看
護
歴
史
学
会
の
会
員
と
し
て
、
私

た
ち
は
看
護
の
歴
史
を
学
び
、
研
究
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
今
看
護
の
歴
史
を

身
を
も
っ
て
創
造
し
っ
つ
あ
る
と
い
う

時
代
認
識
に
立
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
の
熟
慮
に
富
ん
だ
発
言
と
行
動
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
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◆
メ
イ
ン
テ
ー
マ

「
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
五
〇
年

（
以
下
「
保
助
看
法
」
）
記
念
大
会
」

本
年
は
「
保
助
看
法
五
〇
年
」
目

の
年
に
当
り
、
法
律
制
定
に
直
搭
関
っ

た
当
時
の
関
係
者
等
の
方
々
に
証
言

を
お
願
い
し
、
会
員
の
研
究
の
一
助

と
考
え
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。

◆
証
言
者
の
方
々

一
、
保
助
看
法
制
定
に
関
っ
た
方

元
厚
生
省
看
護
課
長金

子
光
先
生

元
岡
山
県
モ
デ
ル
ス
ク
ー
ル
教

務
主
任

榊
（
旧
姓
間
宮
）
秀
子
氏

元
京
都
市
保
健
婦
係
長

林
　
み
ど
り
氏

◆
関
連
報
告

保
良
せ
き
氏
（
保
健
婦
の
先
駈
け
）

別
所
智
枝
子
氏

G
H
Q
に
関
す
る
研
究
報
告

大
石
杉
乃
氏

◆
研
究
発
表
の
申
し
込
み
は
六
月
末
日

が
〆
切
り
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

迄
に
発
表
予
定
の
方
は
本
会
の
事
務

局
に
御
連
絡
下
さ
い
。
、
　
　
　
l

◆
開
催
期
日
お
よ
び
会
場

○
開
催
期
日
　
八
月
八
・
九
日
（
金
・
土
）

◆
会
場
　
京
大
会
館
（
東
大
路
一
条
下

ル
西
入
ル
）
地
図
等
は
次
号
以
降
。

◆
お
詫
び

昨
秋
の
会
報
第
2
5
号
に
次
年
度
等

の
会
計
報
告
を
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
以
下
の
よ
う
に
報
告
い

た
し
ま
す
。

項　　　 目 予 算．額 決 ’算　 額 前年軍決算額

幹事会開催費 150，000 1 187，886 ▲37，886

出　 版　 費 300，000 60，900 239，100

会報発行費

学会誌発行費

（100，000）

（200，000）

（60，900）

22 号 30，900

23 号 30，000

会 員 名 簿 費 100，000 61，800 鱒，2叩

総　 会　 費 50，000 50，000 0
分 宿‾会 費 写0，qOO 2，3年0 17，65P

予　 備　 費 487．682 0 、487，682

▲合　　　 計 1，387，682 　 764，870
／

622．812

次年度への繰越金

収入額1，199，259円一支出額764，870円＝434，389円

看
護
婦
（
日
赤
看
護
大
学
蔵
）

日本看護歴史学会1995年度会計報告

収入の部　　　　　　　　　　　　　（単位　円）
項　　　 目 予 算 額 決　 算　 額 前年度決算額

前年匿鱒越傘 737，682 737，682 0

会　　　　 費 600，000 388，000

会 員 81口

新人会員 16口

▲212，000

寄付金その他 50，000 73，577

会誌等売上（阻9釦）

利 息（1，5釘）

寄 付 金（5，000 ）

23，577

一合　　 計 1，387，682 1，199，259 ・▲ 188，4 32

支 出の部　　　　　　　　　　　　　 （単位　 円）＿＿

項　　　 目 予 算▲額 決　 算　 額 前年度決算額

事　 務　 経　 費 280，000 401，934 ▲121，934

′．郁 融　 資 一‾′（40，000 （76，403

通　 信　 費 ．（160，000 （286，380

ー文具、その他 （80，000 （39，151

（会計監査報告）

∵監査の結果、上記報告書は日本看護歴史学会の1995年度の収支を適正に表示していることを認めま会計監査才芸呵　虻妨会計監査簡約旦J21995年7月28日1995年8月4日す。
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分
科
会
で
は
、
大
会
で
の
話
題
提
供

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
例
年
の
よ
う

に
多
く
の
話
題
提
供
者
で
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。
話
題
提
供
者
は
左
記
の
要
領

で
記
入
し
て
、
お
送
り
下
さ
い
。
会
員

に
限
り
ま
す
。

一・一　＿－－

、
タ
イ
ト
ル

ヽ　　　ヽ

所
属
、
氏
名
、
会
員
番
号

要
旨
、
ま
た
は
呼
び
か
け

（
百
字
以
内
）

四
、
期
日
、
六
月
末
日
ま
で

五
、
送
付
先
、
〒
7

23
広
島
県
三
原
市

学
園
町
一
の
一

広
島
県
立
保
健
福
祉
短
期
大
学

高
田
節
子
宛

多
く
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
一
〇
回
の
山
形
大
会
分
科
会
の
要

旨
は
会
報
2
5
号
に
記
載
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
も
山
形
大
会
の
よ
う
に
会
員
の
日

頃
研
鎖
し
て
い
る
関
心
分
野
に
つ
い
て

話
題
提
供
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

す
で
に
本
学
会
に
参
加
の
皆
様
は
御

存
じ
と
思
い
ま
す
が
、
形
式
は
そ
れ
ぞ

れ
の
話
題
提
供
者
が
全
体
会
議
で
要
旨

を
説
明
し
ま
す
。
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ

に
別
れ
て
発
表
、
質
問
・
意
見
交
換
と

な
り
ま
す
。

分
科
会
担
当
五
十
嵐
節
・
山
崎
雅
代

高
田
節
子

看
護
史
一
口
メ
モ
　
⑪

（
前
略
）
晩
年
に
な
っ
て
私
が
看
護
史

の
調
査
研
究
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
岡
山
は
東

京
、
京
都
に
つ
ぐ
日
本
近
代
看
護
教
育

の
先
進
地
で
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）

年
、
す
で
に
そ
の
芽
生
え
が
あ
り
ま
し

た
。
東
大
病
院
か
ら
転
じ
た
菅
之
芳

（
一
八
五
三
～
一
九
一
四
）
、
瀬
尾
原
始

（
一
八
六
一
～
一
九
三
〇
）
医
師
ら
の

努
力
に
よ
る
も
の
で
す
。

し
か
し
中
断
さ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た

ら
し
く
、
私
が
入
学
し
た
時
の
正
式
名

は
岡
山
医
科
大
学
付
属
医
院
産
婆
看
護

婦
養
成
所
で
、
一
九
二
三
（
大
正
二
一
）

年
に
第
一
期
生
が
卒
業
し
、
私
た
ち
は

〓
ハ
期
生
で
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
養

成
所
は
二
七
期
ま
で
卒
業
生
を
出
し
、

戦
後
、
厚
生
女
子
部
（
一
九
四
八
～
五

一
）
と
改
称
さ
れ
、
さ
ら
に
岡
山
大
学

医
学
部
看
護
学
校
二
九
五
一
～
九
こ

と
な
り
、
現
在
は
岡
山
大
学
医
療
技
術

短
大
看
護
学
科
（
一
九
九
〇
～
）
と
し

て
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
占

領
軍
の
指
導
が
あ
っ
て
、
日
本
の
看
護

教
育
は
飛
躍
的
に
高
め
ら
れ
、
あ
ち
こ

ち
に
新
し
い
官
公
私
立
の
看
護
学
校
が

う
ま
れ
ま
し
た
け
れ
ど
、
今
思
う
と
、

こ
こ
は
伝
統
か
ら
う
ま
れ
る
底
力
の
よ

う
な
も
の
を
持
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

（
中
略
）
養
成
所
の
授
業
は
内
容
が
充

実
し
て
い
て
、
女
学
校
で
は
感
じ
ら
れ

な
か
っ
た
よ
う
な
緊
張
感
と
満
足
感
が

あ
り
ま
し
た
、
テ
キ
ス
ト
の
あ
る
学
科

は
少
な
か
っ
た
の
で
ノ
ー
ト
を
取
る
の

が
大
変
で
し
た
。
予
想
に
反
し
て
一
番

手
応
え
が
あ
り
、
関
心
を
深
く
し
た
の

は
産
婆
学
で
し
た
。
上
下
二
巻
の
安
藤

童
一
教
授
の
テ
キ
ス
ト
で
K
助
教
授
の

授
業
を
受
け
た
の
で
す
が
、
講
義
も
上

手
で
、
先
生
の
性
格
が
渉
み
出
て
く
る

よ
う
な
も
の
が
あ
っ
て
授
業
が
楽
し
み

で
し
た
。
（
高
橋
政
子
『
い
の
ち
を
み

つ
め
て
－
あ
る
保
健
婦
の
半
生
、
ド
メ

ス
出
版
』
七
七
～
七
九
頁
よ
り
）

山
形
県
の
保
健
婦
（
平
塚
氏
提
供
）

項　　　 目 予 算■額 摘　　 要 前年度決算額

幹事套繭催費 150，000 18！886
出 【‾‾廠　 費‾ 300，000

年 3 回

60，900

会報発行費 （100，000） （60，900）

学会誌発行費 （200，000） 年 1回

会 員【有 簿 費 0 （1回／3 年） 38 200

総　 会　 費 0 50 000
分 再‾‾会 費 20，000 2 350・

予　 傭　 費 444，389 学会誌9号（391，400

会報24号（10，300

合　　 計 1，164，389 764 870
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学
校
保
健
と
の
連
携
事
業
（
ふ
れ
あ
い

㌦
体
験
学
習
）
ね
た
き
り
老
人
訪
問

収入の部　　　　　　　　　　　 （単位 円）

項　　　 目 予 算 額 摘　　 要 前年挺 算額

前年度繰越金 434，389 737682

会　 ●　　　 費 680，000 170名×4，000 388 000

寄付金その他 50，000 73 577

合 ・　 計 1，164，389 1，199 259

支出め部　　　　　　　　　　　 （単位　 円）

項　　　 目 予 算 額 摘　　 要 前年艶
事 ’宮 ‾‾庵 費 250，000

会報．3回
学会誌1回

401，934
印　 刷　 費 （’40，000） （76，403）

準 ・信　 費 （160，000） （286，380）

文具さその他 （．5叩 00） （＿＿鱒，151）
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◆
会
員
の
異
動
等
に
つ
い
て

l
 
l

l
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◎
勤
務
先
の
変
更

‰
田
中
多
津
子
1
大
阪
市
北
区
大

深
町
二
番
一
九
〇
号
　
大
阪
鉄
道
病

院
保
健
管
理
部

870

－34℡

〇
六
－
三
七
二
－
六
一
〇
八

佐
々
木
美
幸
1
鳥
取
看
護
専
門

盟
山
口
貴
子
秋
田
市
上
北
平
猿

田
字
南
代
沢
一
七
番
地
三

日
本
赤
十
字
秋
田
短
期
大
学
（
職
場

℡
〇
一
八
八
－
二
九
－
三
〇
〇
〇
－

内
線
三
〇
五
五
）

563
竹
望
苧
羽
曳
野
市
は
び
さ
の
三
－

七
－
三
〇
大
阪
府
立
看
護
大
学
看

護
学
科

℡
〇
七
二
九
－
五
八
－
二
二
一

◆
会
員
の
会
報
等
の
連
絡
先
変
更

0
1
5
牛
島
利
明
東
京
都
港
区
三
田
ニ
ー

一
五
－
四
五
　
慶
応
大
学
商
学
部

学
校

◎
自
宅
住
所
等
の
変
更

‰
武
藤
勝
治
1
印
西
市
木
下
、
云

二

一

－

一

一

四

監

奥
仲
三
津
子
1
〒
豊
高
槻
市

鉢
室
ニ
ー
三
九
⊥

9
0
一
1
河
本
令
子
1
長
崎
市
虹
ヶ
丘
町

二
五
－
一

℡
〇
九
五
八
－
五
七
－
三
二
七
三

豊
和
田
美
代
子
兵
庫
県
神
崎
郡
香

寺
町
溝
口
三
四
八
－
五

℡
〇
七
九
二
－
三
二
－
〇
二
一
五

（
勤
務
先
姫
路
市
准
看
護
高
等
専

修
学
校
）

70
0
渡
辺
久
美
岡
山
市
鹿
田
町
二
五
－

一
岡
山
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学

部
看
護
学
科

＊
亀
山
美
知
子
著
＊

お
ば
あ
さ
ん
の
一
日

あ
な
た
の
未
来
は
見
え
ま
す
か

祖
母
の
暮
ら
し
と
隼
き
ん
を
見
て
老
い
の

実
相
を
つ
ぶ
さ
に
感
じ
、
明
日
は
我
が
身

と
青
さ
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
。
￥
1
7
0
0

死
に
ゆ
く
人
々
に

．
教
え
ら
れ
て

一
看
護
婦
と
し
て
突
鍼
の
域
で
出
会
っ
た

数
多
く
の
死
。
生
命
の
終
点
に
立
つ
人
々

を
前
に
r
看
取
り
」
と
は
何
か
￥
1
4
n
O

女
た
ち
の
約
束

M
・
T
・
ツ
ル
ー
と
日
本
最
初
の
肴
裸
婦
学
校

明
治
初
期
、
看
護
婦
亜
戒
の
必
要
性
を
脱

き
そ
の
教
育
坤
門
学
校
の
実
現
に
情
熱
を

傾
け
た
女
性
宣
教
師
が
い
た
￥
2
8
0
0

〒
6
12
京
都
市
伏
見
区
仲
川
良
幡
＊
町
3
9
の
5

」
声
弓
？
告
？
－
ピ
ー
芽
○
讃
・
豊
？
－
0
0
ー
ふ

（
表
示
価
格
は
税
等
す
）
人
文
書
院

、
℡
〇
三
1
三
四
五
三
－
四
五
二

〇
住
所
変
更
等
Ⅵ
場
合
、
必
ず
事
務
局

へ
御
連
絡
下
さ
い
。

○
本
会
の
出
版
物
を
お
求
め
の
方
は
、

事
務
局
へ
御
連
絡
下
さ
い
。

◎
『
日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
』

創
刊
号
よ
り
第
二
五
号
ま
で
可

頒
価
一
部
二
〇
〇
円

◎
『
日
本
看
護
歴
史
学
会
誌
』

創
刊
号
よ
り
第
一
〇
号
ま
で
可

頒
価
一
部
五
〇
〇
円
・

◎
日
本
看
護
歴
史
学
会
「
看
護
婦
発
祥

百
年
記
念
ア
ル
バ
ム
・
看
護
婦
の
あ

ゆ
み
」

一
冊
　
七
〇
〇
円

※
こ
れ
ら
の
出
版
物
を
お
求
め
の
場
合

は
送
料
を
確
認
の
上
、
郵
便
振
込
口

座
に
お
振
り
込
み
下
さ
い
。

郵
便
振
替
口
座
番
号

〇
一
〇
一
〇
－
一
－
五
二
一
八
五

日
本
看
護
歴
史
学
会
　
　
　
　
　
．

本
会
は
皆
様
の
会
費
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
約
四
〇
名

以
上
の
方
々
が
会
費
未
納
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
す
と
、
本
会
の

運
営
に
多
大
な
影
響
が
出
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
滞
納
さ
れ
て
い
る
方
は

至
急
、
お
振
り
込
み
下
さ
い
。
（
郵
便

振
替
口
座
番
号
は
上
の
欄
に
あ
り
ま
す
）

尚
、
未
納
額
を
確
認
さ
れ
た
い
方
は

会
計
の
大
平
政
子
氏
（
名
古
屋
市
守
山

区
上
志
段
東
谷
　
愛
知
県
立
看
護
短
期

大
学
看
護
学
科
）
　
へ
御
照
会
下
さ
い
。

訃
報
丸
山
博
先
生
は
「
保
健
婦
五

〇
年
」
大
会
に
御
協
力
頂
き
ま
し
．

た
が

昨
年
一
〇
月
一
〇
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

八
七
歳
で
し
た
。
謹
ん
で
お
悔
み
を
申

し
上
げ
ま
す
。

豊
京
都
市
左
京
区
聖
護
院
河
原
町
5

3

京
都
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
看

護
学
科
亀
山
美
知
子

発
行
責
任
者

京
都
府
立
医
科
大
学
医
療
技
術
短
期

大
学
部
看
護
学
科

岡
山
静
子
・
福
本
恵

事
務
局

〒
轡
只
都
市
上
京
区
清
和
院
月
寺
町
東

入
ル
　
京
都
府
立
医
科
大
学
医
療
技

術
短
期
大
学
部

岡
山
静
子
・
福
本
　
恵

℡
〇
七
五
－
二
一
二
1
五
四
四
二
岡
山

¢

－

f

T

量

l

福

本

4


